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　 ア ミ ノ 酸及 び糖類の 定量

1． 粗eeな測定法 〔特に 工 業的に 利用 さ1．る）詞 じ ア ミ ノ 酸 嘆 欝 量 と 1　 za物 と O ・ ニ ソ ・ ド リ ソ の 色

の 強 さを比 較す る （Consden 已t　aP48 ，　 Po亅son ！t　al ，47 ）e

　2． 抽出法 　（1 ）　 ニ ソ ヒ ド リ ソ の 色 を涯紙 か ら抽 出 し て 測 定す る 。 （2 ）　＝＝ソ ヒ ド リ ソ の 斑 點部分 を

蜀取 り， そ の家に 5 ％ n ソ ヒ ド リソ を含ん だ 　n −butanol の 中 （水で 飽和〉に 入 れ ア セ F ソ 等で 蠧理

して 完全に 呈色 物質を推出し ・ absorptiOn 　meter 　
IG−di色 重ilter（606）．を 使用 し て 定量す る　（Naftalin

，48）．（3）　Pepe −Stevei」s　method （
，

謁 ）の 變法で ア ミ ノ 酸 と Cu との 複 合體 を f乍iり Cu を測定す る ← 衣

元私で ア ミ ノ 酸 の み の 混液が得 られ る時 に利 用さ九 る）。 灑紙 に試験 滴を 2 個 所に離 し て 展隲 後 ，
一方を

呈色 し ， 之 を逍し る べ と し て他方 よ IJ小 片 を切 りとる ． こ れ を copPer 　 sulPhate 　suspellslon （CuCls ，

Na3PO4 ・ Boraxt ・uffer ）｝こ入 れ氷峯で overnlght し た後 ・ 遶 ID して sodium 　 sulPhate を加 え ， 上 澄液

巾の Cu を ボ ーラ ・ グ ラ フ で 唄1定す る 。 こ の 方法 で ・gram ［cLdin 　Sl （抗 菌性物質〉中に 含まれ る 1−valine ・

1−P ・・1三・ ・ ， ］一・・nithi … 1一ユ・ ucine ，　 1−phenylal ・ nine の定錣 府 わ れた くM ・・tin　 and 　Mistelbaum印 刷中 ・

Martin ・48 よ   ．辷と同黴 の 方 法で あるが ・ 略容性 の ア ミ ノ 酸 の 銅鹽 を s 。dium −dinitrc−carbama †e一で

分解 し ・ 生 じ た黄金色 7）もの を amyl 　 zlcol ］cl で 撼出 し ） 銅 を比色 法 で 定量 す る （Woiwood 　 et　aい 弼 ）。

こ の 方法 に よつ て aerOSPOriClium （抗菌性物質） 中 の leucing と threonine の 姓が 1 ： 3 な る こ と が 見出

＊れた （Jones’48 ）。

　3． isctope を利月｛す る方法 （iE
−
otDFe 　dilution　method ）　 ア ミ ノ 酸 を radioactive な 1 叉 はSを含 む P−

iodebenzene−sulphOny］誘導體に 變え て ，、ペ ーパ ーク re マ トグ ラ ム の 上 で ・ ガ イ ガ計數管 に 依 つ て測定す る

（Keston　et 　a］，　47 ：l　o

　琢上 は ア ミーノ 酸に就 い て で ある が， 同 じ樣な原理 は糖難及び他 の化 合勧に も利用きれる。

　糖に 就 い て ほ後述す る ガ ・ 此 の場合に は展開 された 齶舐 に ア ソ モ ＝ ヤ を 入 れた稍酸 銀 を粉霧す る と徳 の

ある蟹分が褐色 斑 とな る （Partridge，46＞。 定量的に は ， や は む糖溶液を對照 と 共 に 走 らせ 眞空 中で 溶劑

butano］−acetic 　add −wate 「）を とぽす 。

’
翌照 と な る

一
方 に 隲酸銀を粉霧 し 之 を手 引 きに し て 濾錻 片を 切 販

る 。 糖 を含 む 片を無 水 工 一テ ル で 推鐙 し て 完全 に 溶製 の な い 樣 に し て 後・紙片 の 築 出 し た 一端を ミ ク ＝ t
’

ペ ツ ト の 口 に あ て が い 紙 片 の 他端 か ら蒸 留水を流 し
・紙 片内 の 糖 を ピ ベ ッ ト の内部 に 洗し 込 む （比 の 方法

ほ Martin に よつ て ア ミ ノ 酸 の 場 含 に使用された渇 　こ 2zを ピ ペ ツ トか ら パ ラ フ ィ ソ の コ ツ プ （Parffine

CUP ）中に 移す 。 各紙 片よ り O．3−0沼 m ：，16c） の 溶液 が得 ら訌る 。 之 を P20s で 蒸發乾置せ し め る
’
e こ れに

bicarbo！〕ate −buffer （PH 　t 　IO、6） の 1　7P．ユ を加 え る ⊃ 之 を Willsttitter　 and 　Schiidel の 方 iSkt（s （hypciodite

で 酸化 し ， thiosulPhate で 過剩 の 1 を測 定） で 測定す る　c・結果 の
一部 をあげる 。
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　筒 ・ 敬善を要す る とい 5 （HawthDrne ， 」．　 R ，，49 ・ Nature　 160 ： 714−715 よ り〉。 （臺懸大生 物 　波 癖

忠雄）
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